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除塵が増しているこ筆者・三・三・二フ二三二幸・二三三‾二三

秋田県から本種を採集二二、三∴二三三÷三

lex．，秋田県秋田雷雲三言三　　°‾’＼　　　　一一・r

集・保管；12exs．．和：三・三三一、三‾二二i∴∴三十三十　－‾　亨∴

26．II．2019，成田葺隻・・1‥

本種を複数採集∵三三三∴二三三＿　　　亘，ニー二　二三三

の中にあったヤナ三雲三・二年二三・∴‾「一㍉三三∴三・三三三三

している（写真2二三詰‘三一三二　三　三　‾　字∴三

河道掘削のため重車三　　　　一一一・一一　　　　　．ナノ一・一

を削り取る環境賞妄〕三二二二二　一一　　　一一二‾・≡‾

れるところである
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パパナガタマムシを沖縄具茜雲島て雲集

パパナガタマ∴∴÷＿　　＿＿　一　二二。・ここ∴・さ．＿

垣島から発見きた∴三吉「一二　　　一∴三二・二・二三

での記録がない　三幸・≒＿二　　　　　　　　　＿＿一＿、

本種を採集したiつて．三二二÷三

西表島産パパナガタマムシ　三：二、三　二

6exs．（写真），沖縄県八重山郡付言三二∴三三十三∴三二二

田浜，29．IV．2018，筆者採集・保管

本種は，リュウキュウガ辛と思われる≡∴　‾一一一一・一

の枝のスイープにて4頭，その後リュウニ二一三三＿二三二

木のスイープで1頭，さらにクワノハエノ三∵二千ノー‾

で1頭を得た。

本種の生息状況を教えていただき，同定と需工．－三三二

撮影をしていただいた石川ふれあい昆虫館の福富三三三

に厚く御礼申し上げる。

○参考文献

七桃定洋・福富宏和，2013．日本産タマムシ大図鑑．206pp．

むし社，東京．

（〒920－0267河北郡内灘町大滝台32－305）

ハエトリグモを狩るキマダラズアカクモバチ

境　　良朗

キマダラズアカクモバチ（ハチ目，クモバチ科）

▲吻chaerothrLrtsushimensisYasumatsu，1939は，日本固有

の種で対馬を基準産地として記載された。対馬以外では

本州（埼玉県）の一部からも見つかっているが極めて希

少であり，埼玉県では絶滅危惧種IA類（CR），環境省レ

ッドリスト2018では準絶滅危惧種（NT）に指定されて

いる。泥を使って物の隙間に壷状の巣を造り，数頭が集

団でコロニーを形成するという特殊な習性を持っている。

また，一時的に複数の♀が共存し，同じ巣で活動するこ

とがわかっている。（Shimizu，2004）

クモバチは種によって狩るクモの種類がおおよそ決ま

っているというが，本種がハエトリグモを狩る様子を観

察することができたので報告する。
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写真2．マミシロハエトリを狩るキマダラズアカクモバチ
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1）シラヒゲハエトリMt・nemeruSb′mIng7ta高ILS（Thorell，

1887）または，トカラハエトリPsell‘椋IlSIOkaI・aenSis

（Bohdanowicz＆Proszynski，1987）

長崎県対馬市厳原町久田，19．VII．2009．筆者環影（写

真1）

この2種のうちのいずれかと思われる主．三言が確認

できない撮影アングルなので種を確定するニ：三幸∴∴、と

いう（須黒達巳氏私信）。

2）マミジロハエトリEvarchaalbaf・ia（し．Koch∴STiS〉

長崎県対馬市厳原町久田，18．VI．2016．三三素手，写

真2）

麻酔で動けなくなったマミジロ，、ニト、∴三雲′二＿ニ∴十三

運搬の邪魔になるのか，歩脚がすべ二千う雲こされて：

るのがわかる。営巣場所を確認しようと黍影しまから追

跡していたが，見失ってしまった＝　初記録から7年後の

同地での再発見となったが，かろうじて発生が継続して

いたと思われる。なお，本種の旧和名はキマダラズアカ

ベッコウである。

最後になるが，本種の生態および文献などについて松

本吏樹郎，清水晃，大森健治の各氏，ハエトリグモの同

定については須黒達巳氏にお世話になった。記してお礼

申し上げる。

○参考文献

Shimizu，A・，2004・NaturalhistoryandbehaviorofaJapanese

parasocialspiderwasp，Machaerolhrix tsushimensis

（Hymenoptera：Pompilidae）．JournalqftheKansas
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京都府における
二セマグソコガネダマシの採集記録

二セマグソコガネダマシ（京都府

京丹後市産）

宇野　宏樹

ニセマグソコガネダマ

シ7Tac旬′SCelissabuletiは

海岸砂丘の草本植物の根

際にみられるゴミムシダ

マシであり，福岡県で絶

滅危惧II類に，神奈川県

で絶滅危惧I類に指定さ

れている。本種は京都府

自然環境目録には掲載さ

れておらず，京都府での

記録はないか，あっても

少ないと思われる。筆者

は，京都府内で本種を採集しているので報告する。
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1ex．（写真），京都府京丹後市久美浜町，2．IX．2017，

筆者採集

本個体は，海水浴場の砂浜に堆積した植物体の下から

陸性ガムシ類などとともに得たものである。この砂浜が

本種を含めた多様な昆虫の生息に適する環境であり続け

ることを祈りたい。なお本種は　京都周辺では鳥取砂丘に

生息していることが確認されている（河上ほか，2012）。

C参考文献

福岡県，福岡県の希少野生生物．2014‥http：／／www．丘hes．

prelmkuoka．jp／kankyo／rdb／rdbs／detail／201400280（2019

年二目参照）

帝京用県，神奈IIl県レッドデータブック2006WEB版．

http：COnSen‾ation．jp／tanzawa／rdb／rdblists／detail？spc＝626

は019年2月参照）

京都府，京都府自然環境目録2015．http：／Nww．prefkyoto．

jp爪ankyo／mokuroku仙0／insect．html（2019年2月参照）

河上康子・林　成多・鶴崎展巨，2012．鳥取砂丘と酒害海

岸の海岸性甲虫類．山陰自然史研究（7）：15－20．

黒澤良彦・久松定成・佐々治寛之，1985．原色日本甲虫図

鑑（III）．保育社，大阪．

（〒606－8391京都市左京区聖護院西町12－30，鈴木ロジン

グス303）

茨城県内2例日となる
キイロミヤマカミキリの記録

キイロミヤマカミキリ

♂（茨城県かすみがう

ら市産）

梶野　瑞貴

キイロミヤマカミキリん勿ゆtes

julvidus（Pascoe，1858）は暖地性

の種であり，北限の関東地方に

おいては個体数が少ない（藤田

ら，2018）。茨城県において本種

は筑波大学校内における灯火採集

例（1♀，つくば市（旧桜村）筑

波大学構内，15．VI．1980，竹中

践）が唯一の記録であり（大桃，

1980），追加採集例が報告されて

こなかった（市川ら，2008）。

筆者は，茨城県で2例目と思わ

れる本種を採集しているので　こ

こに報告する。

1♂（写真），茨城県かすみが

うら市下志筑（若宮八幡神社），

29．VII．2017，筆者採集・保管

夜間，神社境内のスダジイの幹上を緋循していた個体

を採集した。


